
生活支援体制整備について

【基本理念】

住み慣れた地域でともに支えあい、
健やかに最期まで安心して暮らせるまちづくり

～みんなで支え合う地域づくりをしよう～

資料②古賀市地域活動サポートセンター運営委員会
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地域包括ケアシステム
高齢者が住み慣れた地域でできる限り継続して生活できるように、個々の高齢者の状況や
その変化に応じて、介護サービスを中核に、医療サービスをはじめとする様々な支援を、
継続的かつ包括的に提供する仕組み
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役割：会のコーディネート機能・基盤整備

目的：地域課題の抽出。地域情報の共有・フィードバック

生活支援コーディネータの業務
目的：「高齢者の介護予防・生活支援等のサービスの体制整備を推進していく。」

役割：　①生活支援の担い手の育成（第1層・第2層）②介護予防・生活支援サービスの開発（第1層・第2層）

　　　③関係者のネットワーク化（第1層・第2層）④ニーズとサービスのマッチング（第2層）

第3層　各自治会活動・地域の団体活動・市民の活動　(困った時はお互いさま たよりあえる、仲間作り、意識作り）

「住み慣れた地域でともに支えあい、最期まで安心して暮らせるまちづくり」をめざした体制の構築

行政・地域包括支援センター（3職種）

介護予防・生活支援・医療・介護　地域支えあいネットワーク体制

第1層　地域支えあいネットワーク全体会議（協議体）

事例から見えてきた地域課題の明確化 各小学校区の介護予防・生活支援の現状と成果課題の明確化

【内容】古賀市の課題として協議が必要な場合には、関係団体を生活支援コーディネーターが選出し、課題別会議を開催することで、課題解決をめざす。

【内容】各小学校区にて、関係機関が集まり地域の高齢者をとりまく現状状況把握や体

制整備の学習を行う。（年間2回程度 ①学習会 ②年間報告会）

【内容】 各小学校区の課題に対して協議が必要な場合には、関係団体を2層生活支援コーディ

ネーターが選出し、課題別会議を開催することで、課題解決をめざす。

第1層 地域支えあいネットワーク課題別会議（協議体専門委員会）

第2層 地域支えあいネットワーク全体会議（各小学校区協議体）

小野・青柳・古賀東・古賀西・花鶴・千鳥・花見・舞の里（8小学校区）

【内容】関係機関の代表者が集まり古賀市の高齢者をとりまく現状把握や体制整備の学習を行う。（年間１回程度 ①学習会 ②年間報告会

第２層 地域支えあいネットワーク課題別会議（協議体専門委員会）
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各地域の高齢者の介護予防・生活支援における地域状況事業対象者・要支援認定者の個別事例

地域ケア個別会議（包括支援センター主催）

【内容】ケースを検討することにより、①地域支援ネットワークの構築

②ケアマネジメント支援③地域課題の把握を行う

地域ケア会議アドバイザー：看護師・リハ職・管理栄養士・歯科衛生士

薬剤師・生活支援コーディネーター等

地域ケア推進会議（市主催）

【内容】住み慣れた地域で安心して暮らし続けることを支援するために、社会

資源を活用しながら地域力を高め、地域課題について情報交換を行い問題解決

に向けた取組を推進する。

地域課題の把握・地域づくり資源開発・施策形成の提言
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生活支援体制整備事業推進 地域支えあいネットワーク体制
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内 容 課 題

地域ケア会議報告
（古賀市全体の課題）

加齢に伴う身体的な特徴に起因する課題が上位を占める
運動機能の低下→生きがい・QОLの低下→

閉じこもり・認知力低下

校区別地域支えあい
ネットワーク会議報告

活動団体の高齢化、自治会加入者の増加、
地域活動の担い手不足、次世代交流の不足

その他
地域活動情報共有

人とのつながりが少ない、つどいの場など参加者の固定化
→新たなテーマづくり「食」でつながる

歩行力低下で公民館に行くことができない
→新たな場づくり・身近な場所 個人宅などの開放

地域支えあいネットワーク全体会議 年１回

令和6年度実績 開催日：令和7年3月26日
参加者：18人
基幹型地域包括支援センター、圏域地域包括支援センター、
第1層生活支援コーディネーター、第2層生活支援コーディネーター、
健康介護課、まちづくり推進課、古賀市社会福祉協議会
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・校区内の良い取組みは横展開へ

・地域住民や各種団体、行政等が連携して、介護予防や生活支援のネットワークづくりを推進

令和6年度実績 8小学校区で各１回開催 総参加者数 １６４人

※専門職（保健師、管理栄養士、健康運動指導士、地域包括支援センター職員）も参加し

地域と専門職がつながる機会

校区別地域支えあいネットワーク全体会議
～小学校区単位でのネットワークづくり～

11月19日花見校区（21人） 11月22日舞の里校区（20人） 11月25日小野校区（21人）
11月29日花鶴校区（21人） 12月5日古賀西校区（26人） 12月7日青柳校区（15人）
12月11日古賀東校区（21人） 12月14日千鳥校区（19人）
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第1層 地域支えあいネットワーク課題別会議について

令和6年度実績 開催日：令和7年２月１９日
参加者：18人
健康介護課、福祉課、子ども家庭センター、隣保館、
まちづくり推進課、青少年育成課、生涯学習推進課、
古賀市社会福祉協議会

テーマ
「地域包括ケアシステムの中における子どもの育ちと地域」

SC・CSW連携タイムについて
SC（生活支援コーディネーター） CSW（コミュニティソーシャルワーカー）

令和6年度実績 24回 （月2回実施）
参加者 第1層SC、第2層SC・CSW、

基幹型地域包括支援センター、
高齢者の健康づくり事業担当者、健康介護課、
古賀市社会福祉協議会

内容 情報共有及び課題把握、課題解決協議
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地域支えあいネットワーク情報誌について
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地域支えあいネットワーク情報誌 vol．１８より

発行 令和7年３月
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これからは
介護予防と日常生活支援が一体となる地域活動、新しい認知症観を踏まえ、
多様な地域活動がつながり合い、支えあいのネットワークづくりが大切

高齢者の日常の困りごとを支える

社会福祉協議会

高齢者の保健事業と介護予防
を一体的に推進している

健康介護課・ゆい

高齢者の総合的な相談を受ける

福祉課・地域包括支援センター

新しい認知症観
個人の問題を地域課題と捉え地域
づくりに活かす

サロンや世代間交流など
人材育成、地域活動支援制度など

支える団体

関連課・団体、民間、
ＮＰО法人など

そのためには

連
携
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令和７年度会議・情報誌の取組み

項 目 目 的 取 組

地域支えあいネット
ワーク全体会議

生活支援体制整備の強化
校区別会議 各１回／年開催
全体会議 １回／年開催

課題別会議

生活支援推進
ゴミ出し、交通、買い物他

地域主体つどいの場の活性
随時開催

ＳＣ・ＣＳＷ
連携会議

SC（生活支援コーディ
ネーター）

CSW（コミュニティ
ソーシャルワーカー）

地域活動に係る情報共有及び
課題解決に通じる協議

月１回開催

地域支えあいネット
ワーク情報誌

生活支援体制整備に係る情報
発信

年２回発行
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令和7年度取組み Ⅰ

今
後

令和６年度 地域支えあいネットワーク全体会議で出た課題
（地域ケア会議より見えてきた課題）

社会参加に課題が多い

健康づくり及び介護予防サポーターなど
地域活動実践者同士の交流

（地域課題と課題解決を共有）

令和６年度 校区別地域支えあいネットワーク全体会議で出た課題

・ ①地域活動の担い手不足
②活動団体の高齢化による活動衰退や退会者増加

今
後

情報発信及び共有（地域資源等）

社会参加

生きがい・ＱОＬ向上
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令和7年度取組み Ⅱ

これまで
つどいの場は、住民が主体的な意思をもって集う
場で、介護予防の取組を推進し高齢者の社会参加
を促し支え合い機能を担う。
また、互助を担う地域資源として活動把握及び
地域ニーズに応じ伴走をしてきた

サロンや介護予防に取り組む
つどいの場への伴走継続

※身体機能が低下しても参加できる
つどいの場づくりの啓発・推進

※認知症当事者及び家族もともに参画できる
つどいの場づくりの啓発・推進

今
後

人材育成・活動の場の推進
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令和7年度取組み Ⅲ

①遠隔買い物で「コスモス広場」と地域をつなぐ

②移動販売車とつどいの場をつなぐ

③買い物サポートガイド情報誌の検討

今
後

これまで
高齢者が安心して買い物ができるサポート提供

遠隔買い物 「コスモス広場」と地域をつなぐ取組み

これまで
高齢者が安心して地域移動ができる制度を紹介し移動のサポート提供

免許返納後の移動や公共交通不便地域の声を聴く

今
後

地域ニーズとマッチング（経営戦略課につなぐ）
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